
特集 第１２回通常総代会

　

Ｊ
Ａ
は
第
12
回
通
常
総
代
会
を
５
月
22
日
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
東
日
本
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
一
関
（
一
関
文
化
セ
ン

タ
ー
）
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
は
、
第
５
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
初
年
度
と
し
て
、

改
め
て
協
同
組
合
の
価
値
と
存
在
意
義
を
見
つ
め
直
し
、
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
、
支
え
て
き
た
地
域

農
業
、
地
域
社
会
で
の
機
能
と
役
割
を
再
認
識
し
な
が
ら
、
第
５
次
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
最
重
点
施

策
「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
」、「
組
合

員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
」、「
要
望
に
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
」
を
図
る
こ
と
を

狙
い
と
し
、
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
展
開
に
よ
り
計
画
の
実
現
に
努
め
る
と
共

に
、
新
時
代
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
食
料

の
安
定
供
給
、
地
域
農
業
・
農
村
の
保
全
維
持
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
加
速
す

る
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
者
の
担
い

手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
影
響
が

続
い
て
い
る
状
況
に
加
え
、
燃
料
や
肥
料
・
飼

料
な
ど
農
業
資
材
の
価
格
高
騰
で
生
産
現
場
で

は
大
変
な
厳
し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

合
併
12
年
目
と
な
る
令
和
７
年
度
は
、
第
４

次
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年
度
で
、
最
重
点
施

策
の
実
現
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
一
則
組
合
長
は
総
代
会
に
あ
た
り
「
昨

夏
、
猛
威
を
振
る
っ
た
高
温
渇
水
に
負
け
ず
に

農
産
物
の
収
量
を
確
保
で
き
た
こ
と
や
、
共
済

事
業
で
推
進
目
標
を
達
成
で
き
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
事
業
利
益
２
億
８
１
９
８
万
円
と
３
年

ぶ
り
に
黒
字
決
算
で
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
り
、「
今
後
も
地
域
や
組
合
員

の
た
め
の
自
己
改
革
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る

総
合
事
業
の
展
開
で
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確

立
し
、
皆
さ
ん
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
、
頼
り
に

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
役
職

員
一
丸
と
な
り
事
業
を
進
め
て
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

あいさつする佐藤組合長
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主
な
質
問
と
意
見
要
望

報
告
事
項

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

決
議
さ
れ
た
議
案

総
代
数
５
１
３
人
、出
席
総
代
数
４
４
９
人
（
本
人
出
席
２
０
１
人
、

委
任
状
出
席
０
人
、
議
決
権
行
使
書
面
提
出
２
４
８
人
）

附
帯
決
議

　

こ
の
通
常
総
会
に
お
い
て
決
議
し
た
事
項
で
、
行
政
庁

の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
決

議
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
取
扱
い
を

理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と
の
決
議
を
求
め
ま
す
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
変
更

令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び

剰
余
金
処
分
案
の
承
認

（
報
告
）
令
和
７
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書

第
５
次
中
期
経
営
計
画
の
設
定

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定

令
和
８
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

の
決
定

令
和
８
年
度
理
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の

決
定

令
和
８
年
度
監
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の

決
定

役
員
の
選
任

令和７年度事業の成果

議長を務めた村上政一氏㊧と佐藤克朗氏

　

前
回
の
第
１
号

議
案
「
定
款
の
一
部
変
更
」
は
特
別
決
議
の
た
め
、
議

場
閉
鎖
を
し
て
投
票
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

乾
燥
が
正
常
に
行
わ
れ
た
他
の
米
と
同
じ
金
額
で
精

算
い
た
し
ま
す
。
乾
燥
不
良
米
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

分
の
精
算
金
が
安
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
等
し
く
精
算
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
議
場
閉

鎖
の
上
で
、
投
票
に

よ
り
採
決
し
た
議
案

が
あ
っ
た
が
、
今
回

は
そ
の
よ
う
な
方
法

で
採
決
す
る
も
の
が

な
い
。
ど
の
よ
う
な

基
準
に
従
っ
て
採
決

の
方
法
を
使
い
分
け

て
い
る
の
か
。

　
一
関
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
発
生
し
た
乾
燥

不
良
米
に
つ
い
て
、
生
産
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
補

償
を
す
る
の
か
。

資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計

158,181,877

154,360,277

3,821,599

事業総利益

事業管理費

事業利益

当期剰余金

2,347,994

2,066,009

281,985

56,663

1. 当期未処分剰余金
2. 任意積立金取崩額
  (1) 固定資産圧縮積立金
　　　　 計
3. 剰余金処分額
  (1) 利益準備金
  (2) 任意積立金
4. 次期繰越剰余金

96,028,273
1,783,400
1,783,400
97,811,673
72,000,000
12,000,000
60,000,000
25,811,673

資産の状況
（単位：千円）

収支の状況
（単位：千円）

剰余金処分の概要
（単位：円）

※掲載金額は、千円未満を切り捨てて
表示していますので、合計金額はそ
の内訳金額の合計と必ずしも一致す
るものではありません。

単体自己資本比率
不良債権比率

12.84%
1.43%
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第１２回通常総代会

　

Ｊ
Ａ
も
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

多くの要望も出されました

活発な意見が交わされました

全ての議案が承認されました

　

水
稲
の
農
薬
や
肥
料
は
、
大
口
購
入
先
へ
の
直
送
や

ロ
ッ
ト
購
入
の
奨
励
な
ど
で
価
格
を
優
遇
し
て
い
る
部

分
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
数
量
を
基
準
と
し
て
い

ま
す
。

　

昨
今
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、

今
年
度
は
一
関
地
区
で
現
金
支
払
い
の
受
け
付
け
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
産
資
材
の
購
入
量
に
よ
っ
て
単
価
が
変
動
す
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
は
個
人
農
家
を

軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
一
日
人
間
ド
ッ
ク
・
専
門
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
、
昨
年

度
ま
で
は
支
店
窓
口
で
支
払
い
が
で
き
た
が
、
今
年
度

か
ら
で
き
な
く
な
っ
た
。
ど
う
し
て
か
。

　
Ｊ
Ａ
は
販
売
先
を
市
場
に
頼
り
過
ぎ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ

は
多
岐
に
わ
た
る
販
路
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
せ
っ
か
く
組
織
と
し
て
大
き
い
の
だ
か
ら
、
そ
の

力
を
利
用
し
て
販
路
を
開
拓
し
な
い
と
、
今
後
、
農
産

物
の
販
売
単
価
が
下
落
し
た
と
き
に
立
ち
行
か
な
く
な

る
。
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

主
な
要
望

議
案
の
中
で
、
変
更
内
容
だ
け
を
資
料
に
掲
載
し
て
是

非
を
問
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
変
更
箇
所
の
前
後

も
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

総
代
会
で
出
た
意
見
要
望
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、

こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
Ｊ
Ａ
綱

領
の
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
こ

う
」
と
い
う
文
言
は
素
晴
ら
し
く
涙
が
出
る
思
い
だ
。

ぜ
ひ
協
同
組
合
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
国
や
政
治
に
立

ち
向
か
え
る
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

役
員
の
選
任

常務理事
（管理・コンプライアンス・監査）

千田　光柳
（千厩町小梨）

　

第
８
号
議
案
に
お
い
て
、
実
務
精
通

役
員
と
し
て
理
事
１
名
が
選
任
さ
れ
、

総
代
会
後
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事

会
で
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
資
料
は
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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令
和
８
年
度
は
、
第
５
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
初
年
度
と
し
て
、
営
農
・
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
、
組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織
力
、
結
集
力
、
総
合
力

を
発
揮
し
、
地
域
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
と

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１　

食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立

 

〜
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
〜

　

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
供
給
す
る
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉
農

業
の
確
立
に
向
け
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
」
を
通
じ
て
担
い
手
の
育
成
と
組
合
員
の
農
業
所
得
確
保
・

増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

２　

地
域
・
組
織
・
事
業
基
盤
の
確
立

 

〜
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
〜

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
に
根
ざ

し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　

健
全
・
強
固
な
経
営
基
盤
の
確
立

 

〜
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
〜

　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
改
革
の
推
進
と
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
財
務
基
盤
の

強
化
と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確
立
で
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て
の
存
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　

協
同
組
合
運
動
を
担
う
人
づ
く
り

 

〜
要
望
に
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
〜

　

協
同
組
合
運
動
の
担
い
手
と
し
て
、変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、自
己
啓
発
や
相
互
研
さ
ん
を
基
盤
に
、

最
後
ま
で
や
り
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和８年度事業計画

組合員等被表彰者
（敬称略）

特
別
功
労
者

・
退
任
生
産
部
会
長

　

千
葉　

昭
義 

花
泉
町
永
井

　

千
葉　

秀
一 

千
厩
町
千
厩

・
退
任
農
家
組
合
長

　

千
葉　

幹
雄 

一
関
市
末
広

　

鈴
木　

守 

大
東
町
大
原

　

千
葉　

正
一 

一
関
市
山
目

　

小
野
寺　

勇 

花
泉
町
花
泉

　

千
葉　

哲
男 

一
関
市
赤
荻

　

芦　

廣
幸 

大
東
町
渋
民

　

熊
谷　

良
二 

一
関
市
真
柴

　

菅
原　

貞
雄 

一
関
市
新
町

　

八
巻　

徹 

藤
沢
町
藤
沢

　

菊
地　

正
司 

藤
沢
町
藤
沢

　

皆
川　

保
寿 

藤
沢
町
藤
沢

　

小
山　

順
一 

藤
沢
町
藤
沢

優
良
農
家
組
合
長

　
　
（
退
任
農
家
組
合
長
）

　

小
野
寺　

照
彦 

大
東
町
沖
田

第１２回通常総代会
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